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環日本海交流に想う
| 富 山 大 学 経 済 学 部 教 授 武 井 勲

人
間
同
士
の
交
流
こ
そ
社
交
の
醍
醐
味
。
か
つ

て
外
交
官
の
友
人
か
ら
、
外
務
省
の
儀
典
マ
ニ
ュ

ア
ル
に
、
「

一
友
、
二
酒
、
三
肴
(
さ
か
な
)
」
と

あ
る
こ
と
を
教
わ
っ
た
。
昨
今
、
「
環
日
本
海
交
流
」

な
る
こ
と
ば
が
き
か
れ
る
よ
う
に
な
り
、
富
山
県

の
人

々
も、

官
民
あ
げ
て
関
心
が
高
い

こ
と
は
、

よ
ろ
こ
ば
し

い
。

日
本
海
は
、
ソ
連
、
南
北
朝
鮮
、
そ
し
て
日
本

が
取
り
巻
く
形
に
な
っ
て
い
る
。

一
衣
帯
水
の
距

離
な
の
に
、
長
い
間
「
近
く
て
遠
い
国
」
の
ま
ま

推
移
し
た
悲
し
い
事
実
が
あ
る
。
し
か
し
、
私
共

日
本
人
が
心
と
目
と
耳
を
今
、
聞
く
な
ら
ば
、
パ

ス
ポ
ー
ト
が
文
字
通
り
全
世
界
と
つ
な
が
り
、
真

の
国
際
交
流
が
可
能
に
な
る
絶
好
の
機
会
で
あ
る
。

昨
年
の
暮
近
く
、
バ
イ
カ
ル
湖
の
ほ
と
り
に
あ

る
イ
ル
ク

l
ツ
ク
国
民
経
済
大
学
の
ド
ブ

口
l
ビ

ン
・講
師
か
ら
、
当
大
学
の
日
本
海
経
済
研
究
所
に

お
い
て
、
「
最
近
の
ソ
連
事
情
」
を
拝
聴
し
た
。
同

氏
の
熱
心
で
真
撃
な
職
見
に
、
い
く
ば
か
の
経
済
、

技
術
、
教
育
面
で
の
協
力
を
と
勇
み
立
つ
気
持
ち

に
な

っ
た
人
は
、
私
一
人
で
は
な
い
と
思
う
。
イ

ル
ク

l
ツ
ク

に
は
、
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
か
ら
、
汽
車

で
3
日
.
飛
行
機
で

4
時
間
と
い
う
。
民
謡
と
文

学
を
通
し
て
か
知
ら
な
か
っ
た
ロ
シ
ア
を
、
急
に

近
く
感
じ
始
め
た
。
人
と

の
出
会
い
の
ご
縁
を
想

う
こ
と
し
き
り
で
あ
る
。

金
丸
信
代
議
士
の
北
朝
鮮
訪
問
は
、
大
局
的
に
は

希
望
の
光
を
与
え
る
も
の

で
あ
っ
た
。
昨
年

9
月
、

た
ま
た
ま
石
井
一
代
議
士
と
懇
談
す
る
機
会
に
恵

ま
れ
、
目
聞
か
れ
る
想

い
で
あ
っ

た
。
東
西
陣
営

の
前
哨
基
地
に
も
ぬ
く
も
り
の
春
陽
の
近
き
を
ね

が
う
こ
と
切
で
あ
る
。
今
か
ら
げ
年
程
前
、
ア
メ

リ
カ
き
つ
て
の
外
交
通
の

ジ
ヨ
|
ン
・
ケ
ナ
ン
博

士
か
ら
、
「
日
本
は
世
界
の
火
薬
庫
と
も
い
う
べ
き

南
北
朝
鮮
に
程
近
い
の
に
・::::」

と
認
識
の
不

明
を
ご
叱
正
頂
い
た

こ
と
が
鮮
明
に
思
い
出
さ
れ

る
。
こ
こ
に
平
和
と
交
流
が
よ
み
が
え
る
こ
と
は
、

引
世
紀
を
よ
り
希
望
あ
る
も
の
に
す
る
こ
と
だ
ろ

λ
J

。先
日
、
韓
国
で
教
授
を
し
て
い
る
友
人
か
ら
の

電
話
が
入

っ
た
。
ア
メ
リ
カ
で
知
り
あ
っ
て
同
年

来
の
畏
友
で
あ
る
。
相
互
に
訪
問
し
あ
う
約
束
を

か
わ
し
た
。

ア
メ
リ
カ
に
初
渡
航
し
て
か
ら
約
初
年
経
っ
た

今
、
幸
せ
な
こ

と
に、

世
界
の
各
地
に
友
人
が
ふ

え
た
。
外
国
人
の
友
人
と
の
交
流
は
、
邦
人
と
比

べ
数
が
少
な

い
せ
い
か
、
か
え
っ
て
長
続
き
を
し
、

心
の
ふ
れ
あ
い
も
深
い
よ
う
で
あ
る
。

富
山
県
も
環
日
本
海
交
流
を
、
経
済
、
技
術
、

教
育
、
文
化
、
政
治
、
行
政
等
々
、
多
面
的
に
深

め
て
い
く
こ
と
を
率
先
し
て
、
積
極
的
に
行
っ
て

ほ
し
い
。
民
間
交
流
の
活
発
性
に
よ
り
、
友
人
が

ふ
え
る
こ
と
ほ
ど
国
際
平
和
と
人
類
へ
の
現
解
と

信
頼
を
深
め
る
も

の
は
な
い
と
考
え
る
か
ら
で
あ

る
。環

太
平
洋
構
想
は
故
永
野
重
雄
氏
.(
元
日
本
商

工
会
議
所
ふ
書
一)
ら
の
努
力
で
内
実
の
あ
る
も
の

に
な
っ

て
き
た
。
環
日
本
海
交
流
の
ク
レ

ジ
ッ

ト

(評
価
)
は
、
越
中
文
化
人
の
手
中
に
お
さ
め
て
み

る
の
も
一
興
と
想
う
。
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屋降る夜にロマンを求めて
富山の星先案内人 青木昌勝さん

「
誰
で
も
土
星
に
輪
が
あ
る
こ
と
は

知

っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
で
も
実

際
に
見
た
こ
と
の
あ
る
人
は
少
な
い

の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
こ
の
天

体
望
遠
鏡
で
で
き
る
だ
け
多
く
の
人

に
た
く
さ
ん
の
星
を
見
て
も
ら
い
、

感
動
し
て
も
ら
え
れ
ば
嬉
し
い
で
す

ね
U

昨
年
の
十

一
月
、
富
山
市
月
岡

町
の
自
社
庖
舗
屋
上
に
、

北
陸
最
大

の
反
射
望
遠
鏡
を
も
っ
私
設
天
文
台
を
完
成
さ
せ
た
青
木
昌
勝
さ
ん
。
週

一
回
程
度
、
晴
れ
た
日
に
は
自
ら
星
先
案
内
人
と
し
て
、
訪
れ
る
人
を
星

降
る
世
界
へ
と
誘
い
ま
す
。

「写
真
で
過
去
が
撮
れ
る
の
は
天
体
写
真
ぐ
ら
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
私

の
好
き
な
ア
ン
ド

ロ
メ
ダ
は
、
二
三

O
万
光
年
前
の
姿
を
見
て
い
る
わ
け

で
、
何
か
不
思
議
な
気
が
す
る
と
と
も
に
、
気
が
遠
く
な
り
ま
す
。
果
て

し
な
く
続
く
宇
宙
の
営
み
を
考
え
る
と
好
奇
心
が
抑
え
ら
れ
ま
せ
ん
。

」
青

木
さ
ん
は
幼
い
頃
か
ら
星
の
大
好
き
な
天
文
少
年
で
し
た
が
、
十
年
前
に

従
兄
の
撮

っ
た
星
雲
の
写
真
を
見
た
時
に
、
自
分
で
も
撮
っ
て
み
た
い
と

思

っ
た
の
が
本
格
的
に
星
の
研
究
に
取
り
組
む
き

っ
か
け
と
な

っ
た
と
の

こ
と
で
す
。

「
ふ
る
さ
と
創
生
事
業
等
で
、
こ
の
ご
ろ
天
文
台
を
設
置
す
る
市
町
村
が

増
え
て
い
ま
す
が
、
せ

っ
か
く
り

っ
ぱ
な
も
の
を
作

っ
て
も
説
明
す
る
職

員
が
い
な
く
て
、

宝
の
も
ち
ぐ
さ
れ
に
な

っ
て
い
る
ケ

l
ス
も
み
ら
れ
ま

す
。

そ
ん
な
こ
と
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
誰
に
で
も
よ
く
分
か
り
、
利
用

し
や
す
い
シ
ス
テ
ム
ソ
フ
ト
を
今
、
開
発
中
で
す
U

こ
の
シ
ス
テ
ム
が
完

成
す
る
と
、

星
の
名
前
を
打
ち
込
む
だ
け
で
自
動
的
に
そ
の
位
置
を
探
し

た
り
、
ま
た
、
星
の
名
前
が
分
か
ら
な
い
場
合
で
も
、
ボ
タ
ン
を
押
す
だ

け
で
有
名
な
星
を
順
次
探
す
こ
と
が
可
能
に
な
る
と
の
こ
と
で
、
で
き
上

が
り
が
と
て
も
楽
し
み
で
す
。

将
来
の
夢
は
自
ら
新
星
や
琴
星
を
発
見
す
る
こ
と
と
言
う
青
木
さ
ん
。
星

を
語
る
青
木
さ
ん
の
表
情
は
い
き
い
き
と
し
て
キ
ラ
キ
ラ
輝
い
て
い
ま
し
た
。
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施策の体系

計画の基本目標を達成するため、人づくり 、郷土づくり、産

業づくりの三つの政策の柱ごとに、基本的な施策の体系を次図

のとおり構成し各種施策の有機的な連携に配慮しつつ、総合的、

計画的な施策展開を図ります。

〈基 本目 標〉

日本のパイオニア県。
しあわせに生きる 富山の創造
活力にあふれ発展する富山、温かい心に満ちた

美 い￥ふるさと一一ーと もに生 きることに誇り

と喜びを感じる富山

3つの日本ーへの挑戦
・日本一の健康・スポーツ県
・日本一の花と緑の県
・日本一の科学・文化県

明日を拓く人づくり
健康で生きがいのある生活の確保、創造性に
富み、心豊かな人の育成

魅力ある郷土づくり
快適な暮らし、心ふれあう美しい郷土の建設

活力ある産業づくり
新しい時代をリードする力強い産業の形成

.. 
〈施策展開の重要視点〉

しあわせ

"心豊かな幸福社会富山、、 の実現

"t世界に開かれ貢献する富山¥¥の実現

¥¥創造性あふれる富山、、の実現
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暮らしの見通し
-労働時間や家事時間が短縮する一方、

寿命の伸びにより、県民の生涯自 由時間

は着実に増加。

.2000年の一人当たり の県民所得は、1988

年のおよそ1.6倍程度。(実質ベース)

・北陸新幹線の建設と、東海北陸自動車

道や能越自動車道などの高速道路網の整

備が進み、 三大都市圏 との時間距離が大

幅に短縮。

.道路網や公共交通機関の整備が進み、

30分交通聞もさらに充実

県では、県民のみなさんの声を集大成して、21世紀への県づくりの方

向と具体的な方策を示すシナリオとして「新富山県民総合計画」を作

成しました。主役はもちろん県民のみなさん一人ひとりです。力を合

わせ、21世紀ヘ新しい一歩を踏み出しましょう。

人口の見通し
-富山県の人口総数は、現在の 112万人

台から横ばいの状態で推移。

・65才以上人口の総人口に占める比率は、

2000年には19.6%(1990年15.0%)へ増加 0

.15才未満人口の比率は低下し、 2000年

には16.3%(1990年17.4%)に。

経済の見通し
.2000年まで、の経済成長率は、年率 4%

程度0

・第 l次産業は就業者数、総生産額とも

低下。第2次産業は富山県経済の牽引車

として、また、第 3次産業は経済のソフ

ト化 ・サービス化に伴い順調に発展。

心やすらぐ空間で暮らす
21世紀には、富山県の水資源など自然の豊かさは、ます ます価値を

発揮します。まちには、花と緑があふれ、安全で快適な生活空間で、私

たちは、安心して働き、暮らしています。

街や建物は、 高齢者や障害のある人も安心して動けるように設計され、

冬でも快適な住宅や高齢者が自立して暮らせる住宅の建設も進んでい

ます。

充実した福祉と健康な毎日
介護を必要とする高齢者は、本人の希望で、質の高い福祉サービス

が受けられるようになっています。一人暮 らしの高齢者であ っても自

宅で自立して生活ができるよう 、地域福祉が充実しています。

県民の健康への関心が高く、健康づくりを楽しんだり、 健康状態につ

いて気軽に相談できる場や機会が、豊富に用意されています。

県民の行動

“働きノてチ"からの脱却
魅力的な職場の増大や職業の選択肢の拡大に伴い、人生設計に応じ

た自らの働き方が柔軟に選択できるとともに、女性や高齢者にも多様

な労働の機会が提供されます。

労働時間や通勤時間が軽減され、 働き パチから脱却します。

長寿人生のすべての段階において、楽 しみつつ学ぶ生涯学習の時代

になります。

遊びd己、から生まれる新文化
レジャー、スポーツ、文化 ・芸術活動などの場が、豊富に準備され

ます。

生活を楽しむことの上手な人ぴとが増えることで、私たちは、「遊ぴ

心」をも った人たちという評価を得ます。

感性豊かな若者が集い、交流の刺激にあふれた若者ゾーンが生まれ、

そこから富山の新しい文化が誕生します。
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協策のあらまし①

。
健
康
・
福
祉
の
増
進

み
ん
な
で
つ
く
る
、

総
合
健
康
福
祉
社
会

.
家
庭

・
地
域
社
会
・
公
的
部
門
の
三
者
が

一

体
と
な

っ
て
、
地
域
に
お
い
て
健
康
、
福
祉
、

生
き
が
い
等
の
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
健

康
福
祉

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
整
備
し
ま
す
。

-
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
機
能
強
化
や
交

流
の
場
の
整
備
を
図
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
支
援
し
ま
す
。

-
医
師
、
保
健
婦
な
ど
健
康
・
福
祉
の
専
門
職

の
養
成
・
確
保
に
努
め
ま
す
。

健
康
づ
く
り
を

多
面
的
に
推
進

-
家
庭
、
学
校
、
職
場
、
地
域
社
会
が

一
体
と

、
な
っ
て
、
「
自
分
の
健
康
は
、
自
分
で
ま
も
り

つ
く
る
」
健
康
習
慣
づ
く
り
の
定
着
を
進
め

ま
す
。

-
楽
し
み
な
が
ら
、
健
康
と
運
動
に
つ
い
て
学

べ
る

「
と
や
ま
健
康
村
」
を
整
備
し
ま
す
。

-
が
ん
攻
略
県
民
プ
ラ
ン
を
推
進
し
、
が
ん
の

克
服
を
図
り
ま
す
。

-
地
域
医
療
体
制
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、
県

立
中
央
病
院
な
ど
高
度
な
医
療
機
関
の
整
備

を
進
め
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む

環
境
の
整
備

-
ス
ポ
ー
ツ
情
報
の
提
供
や
相
談
体
制
の
充
実

と
、
各
種
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
な
ど

県
民
の
参
加
機
会
の
拡
大
を
図
り
ま
す
。

-
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
の
養
成
や
組
織
の
育
成
強

化
を
図
る
と
と
も
に
、
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ

ェ
ー
シ
ョ

ン
施
設
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

-二0
0
0年
国
体
に
向
け
て
、
総
合
運
動
公

園
や
県
営
プ

l
ル
な
ど
を
整
備
し
ま
す
。

〆

@
生
涯
学
習
の
推
進

す
べ
て
の
県
民
に

学
ぶ
喜
び
を

-
公
民
館
、
図
書
館
等
の
社
会
教
育
施
設
の
充

実
、
放
送
講
座
や
学
校
等
の
開
放
講
座
な
ど

学
習
機
会
の
拡
充
を
進
め
ま
す
。

-
県
民
カ
レ

ッ
ジ
や
県
立
図
書
館
を
核
と
し
て
、

市
町
村
等
と
の
生
涯
学
習
情
報
ネ

ッ
ト
ワ
ー

ク
シ
ス
テ
ム
を
整
備
し
ま
す
。

可
能
性
を
伸
ば
す

多
様
な
教
育

-
学
級
定
員
の
改
善
に
努
め
る
と
と
も
に
、
各

人
の
個
性
を
生
か
し
、
創
造
力
を
引
き
出
せ

る
よ
、
つ
な
教
育
を
充
実
し
ま
す
。

優
れ
た
教
材
の
開
発
や
、
外
国
人
英
語
教
員

の
大
幅
な
増
員
な
ど
、
郷
土
理
解
教
育
、
情

報
教
育
、
福
祉
教
育
、
凶
際
理
解
教
育
を
推

進
し
ま
す
。

-
県
立
大
学
の
大
学
院
の
整
備
や
私
立
大
学
の

誘
致
な
ど
、
高
等
教
育
機
関
の
充
実
を
図
り

ま
す
。

福
祉
サ
ー
ビ
ス
を

い
っ
そ
う
充
実
を

-
ホ
l
ム
へ
ル

パ
l
の
大
幅
な
増
員
や
、
老
人

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
増
設
な
ど
、
高

齢
者
の
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
り

ま
す
。

-
特
別
養
護
老
人
ホ

l
ム
、
老
人
保
健
セ
ン
タ

ー
の
大
幅
な
増
設
や
、
ね
た
き
り
・
痴
呆
防

止
対
策
の
充
実
を
進
め
ま
す
。

-
リ
ハ
ビ
リ
の
充
実
や
心
身
障
害
者
総
合
福
祉

セ
ン
タ
ー
の
整
備
な
ど
、
障
害
者
福
祉
を
推

進
し
ま
す
。

-
乳
児
保
育
、
延
長
保
育
の
拡
大
な
ど
保
育
対

策
の
充
実
や
、
県
内
児
童
館
の
中
核
拠
点
と

な
る
「
こ
ど
も
み
ら
い
館
」
の
建
設
な
ど
、

児
童
福
祉
を
推
進
し
ま
す
。

新
時
代
を
リ
ー
ド
す
る

科
学
県

-
科
学
技
術
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
、
科
学
技
術
施

策
を
総
合
的
に
推
進
し
ま
す
。

-
子
供
た
ち
の
科
学
教
育
や
、
高
等
教
育
機
関

の
専
門
教
育
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

-
社
会
科
学
か
ら
自
然
科
学
ま
で
、
幅
広
い
分

野
の
研
究
機
関
や
教
育
機
関
を
整
備
充
実
し

ま
す
。

-
科
学
に
関
す
る
全
問
的

・
国
際
的
会
議
を
誘

致
す
る
な
ど
、
研
究
交
流
の
拡
大
を
図
り
ま

す
。

f
h
川
問

時

j
p
曲
晒

E
-

aey
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若
者
と
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の
力
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に
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・
若
者
問
題
懇
話
会
を
設
置
す
る
な
ど
、
若
者

の
意
見
を
県
政
に
反
映
さ
せ
る
機
会
を
増
や

し
ま
す
。

-
夜
遅
く
ま
で
自
由
に
語
り
合
え、

仲
間
、つ

く

り
の
で
き
る
よ
う
、
若
者
サ
ロ
ン
の
設
置
や

公
民
館
等
の
利
用
時
間
の
延
長
な
ど
に
努
め

ま
す
。

-
先
端
技
術
産
業
な
ど
の
育
成
導
入
や
、
労
働

時
間
短
縮
、
福
利
厚
生
施
設
の
整
備
な
ど
、

魅
力
あ
る
職
場
環
境
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

-
時
代
に
マ

ッ
チ
し
た
大
学
や
専
修
学
校
の
整

備
を
進
め
ま
す

0

.
拠
点
都
市
の
中
心
市
街
地
や
駅
周
辺
に
お
い

て
、
若
者
の
感
性
に
あ

っ
た
都
市
環
境
の
笹

備
を
進
め
ま
す
。

-
県
外
の
若
者
に
対
し
て
、
富
山
の
イ
メ
ー
ジ

ア
ッ
プ
戦
略
を
強
力
に
展
開
し
ま
す
。

女
性
の
や
る
気
を

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

-
男
女
平
等
教
育
の
充
実
と
、
男
女
平
等
観
を
形

成
す
る
た
め
の
意
識
啓
発
を
推
進
し
ま
す
。

-
審
議
会
や
公
聴
会
等
へ
の
女
性
の
登
用
や
参

加
を
積
極
的
に
進
め
ま
す
。

-
女
性
の
学
習
や
交
流
の
拠
点
と
し
て
、
と
や

ま
女
性
総
合
セ
ン
タ
ー
を
整
備
し
ま
す
。

-
働
き
な
が
ら
子
供
を
生
み
育
て
や
す
い
環
境

づ
く
り
や
、
女
性
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
と
生

活
環
境
に
応
じ
た
健
康
づ
く
り
対
策
を
推
進

し
ま
す
。

。
科
学
・
文
化
の
振
興

個
性
的
な
芸
術
が

生
ま
れ
る
文
化
県

-
文
化
振
興
プ
ラ
ン
を
策
定
し
、
文
化
の
香
り

の
高
い
県
づ
く
り
を
総
合
的
に
推
進
し
ま
す
v

・
街
や
建
物
の
景
観
を
整
備
す
る
な
ど
、
ゆ
と

り
と
う
る
お
い
の
あ
る
文
化
的
環
境
の
磐
備

を
進
め
ま
す
。

-
伝
統
的
文
化
遺
産
の
保
存
、
継
承
に
努
め
、

県
民
共
通
の
財
産
と
し
て
生
か
し
発
展
さ
せ

て
い
き
ま
す
。

-
県
立
総
合
博
物
館
、
デ
ザ
イ
ン
美
術
館
な
ど

芸
術
文
化
施
設
を
整
備
し
ま
す
。

-
国
民
文
化
祭
や
叶
一
界
吹
奏
楽
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
の
誘
致
な
ど
を
進
め
ま
す
。

4 

。
長
寿
・
余
暇
社
会
へ
の
対
応

豊
か
な
長
寿
社
会
の
た
め
の

し
く
み
づ
く
り

-
健
康
、
福
祉
、
生
涯
学
習
な
ど
社
会
全
体
の

シ
ス
テ
ム
を
、

人
生
八

O
年
型
に
向
け
て
の

再
構
築
を
進
め
ま
す
。

-
高
齢
者
が
、

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、
生

活
環
境
の
整
備
や
地
域
の
中
で
支
え
あ
う
体

制
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

-
高
齢
者
が
能
力
を
発
揮
で
き
る
よ
う
、
就
業

機
会
の
拡
大
を
図
り
ま
す
。

-
各
種
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
や
、
と
や
ま
長
寿
セ
ン

タ
ー
を
整
備
す
る
な
ど
、
高
齢
者
の
生
き
が

い
づ
く
り
や
世
代
間
交
流
を
進
め
ま
す
。

心
の
豊
か
さ
を
実
感
で
き
る

余
暇
社
会

-
余
暇
ビ
ジ
ョ
ン
を
作
成
し
、
余
暇
ニ

l
ズ
の

多
様
化

・
高
度
化
に
対
応
し
た
余
暇
対
策
を

進
め
ま
す
。

-
余
暇
に
関
す
る
情
報
の
提
供
、
相
談
、
品
川
口
発

活
動
を
行
う
余
暇
情
報
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し

ま
す
。

-
生
涯
学
習
の
充
実
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
の
拡
大

な
ど
、
余
暇
活
動
機
会
の
拡
大
を
凶
り
ま
す

0

.
多
様
な
野
外
ス
ポ
ー
ツ
等
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

提
供
や
、
講
座
の
開
催
な
ど
を
行
う
ア
ウ
ト

ド
ア
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン

ス
ク
ー
ル
を
開
設

し
ま
す
。

-
山
や
海
な
ど
、

豊
か
な
自
然
を
活
用
し
た
ス

ポ
l
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
施
設
や
リ
ゾ

ー
ト
地
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

5 
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。
快
適
な
暮
ら
し
の
実
現

ふ
れ
あ
い
豊
か
な

家
庭
と
ま
ち

-
明
る
く
温
か
い
家
庭
づ
く
り
を
進
め
、
多
忙

代
が
調
和
し
て
暮
ら
す
伝
統
を
大
切
に
、
さ

ら
に
発
展
さ
せ
ま
す
。

-
自
治
会
、
婦
人
会
、
青
年
固
な
で
の
地
域
社

会
組
織
や
、
趣
味
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
の

グ
ル
ー
プ
を
育
成

・
支
援
し
ま
す

0

.
公
民
館
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
な
ど
、

身
近
な
交
涜
の
場
や
生
活
環
境
施
設
の
笠
備

と
活
用
を
進
め
ま
す
。

安
全
で
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
社
会
づ
く
り

.
生
活
科
学
文
化
セ
ン
タ
ー
を
開
設
す
る
な
ど
、

物
価
の
安
定
や
消
費
者
保
護
対
策
の
拡
充
を

進
め
ま
す
。

-
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
、
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ

ム
の
確
立
を
進
め
ま
す
。

-
医
薬
品

・
食
品
の
安
全
性
の
確
保
を
図
り
ま

す
0

.
通
信
衛
星
を
利
用
し
た
防
災
無
線
網
の
整
備

な
ど
、
防
災
体
制
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

-
県
民
の
防
犯
意
識
を
高
め
、
犯
罪
を
抑
止
す

る
社
会
的
な
機
能
の
向
上
を
凶
り
ま
す
。

-
県
民
総
ぐ
る
み
で
の
交
通
安
全
運
動
や
、
交

通
安
全
施
設
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

-
歩
行
者
、
運
転
者
と
し
て
の
高
齢
者
の
交
通

安
全
対
策
を
総
合
的
に
推
進
し
ま
す
。

恵
み
豊
か
な
環
境
を

守
り
育
て
る

-
環
境
汚
染
の
未
然
防
止
と
、
快
適
な
環
境
の

維
持
に
努
め
ま
す
。

-
と
や
ま
環
境
保
全
財
団
を
設
立
し
、
県
民
総

ぐ
る
み
の
環
境
保
全
活
動
を
積
極
的
に
推
進

し
ま
す
。

-
地
球
規
標
の
環
境
保
全
へ
の
対
応
や
、
廃
棄

物
の
減
量
化
と
適
正
な
処
理
を
推
進
し
ま
す

0

・
風
土
に
な
じ
み
、
良
質
で
ゆ
と
り
あ
る
住
宅

と
住
環
境
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

。
魅
力
あ
る
地
域
。つ
く
り

「
全
県
一
都
市
社
会
」
の

実
現

-
県
内
ど
こ
に
住
ん
で
い
て
も
、
快
適
で
便
利

な
生
活
が
営
め
る
「
全
県

一
都
市
社
会
」
を

実
現
し
、

均
衡
の
と
れ
た
県
土
の
発
展
を
図

り
ま
す
。

-
特
色
あ
る
地
域
づ
く
り
や
イ
ベ
ン
ト
の
開
催

を
支
援
し
、
個
性
豊
か
な
地
域
づ
く
り
を
進

め
ま
す
。

-
土
地
取
引
制
度
の
適
正
な
運
用
な
ど
に
よ
り
、

土
地
の
投
機
的
な
取
引
や
地
価
高
騰
の
防
止

に
努
め
ま
す
。

う
る
お
い
と
や
す
ら
ぎ
の

あ
る
美
し
い
県
土
づ
く
り

全
県
城
公
園
化
構
想
を
推
進
し
、
う
る
お
い

の
あ
る
美
し
い
環
境
づ
く
り
を
進
め
ま
す

0

.
各
種
公
闘
の
体
系
的
な
整
備
や
、
沿
道
、
水

辺
、
街
並
み
な
ど
の
良
好
な
景
観
づ
く
り
を

進
め
ま
す
。

-
新
し
い
グ
リ
ー
ン
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
、
県
民

総
ぐ
る
み
で
の
花
と
緑
の
県
づ
く
り
を
推
進

ま
す

0

・
地
域
緑
化
モ
デ
ル
地
区
の
重
点
的
な
緑
化
を

推
進
す
る
と
と
も
に
、

全
国
都
市
緑
化
フ
ェ

ア
を
開
催
し
ま
す
。

-
市
街
地
の
緑
化
を
積
極
的
に
進
め
る
と
と
も

に
、
中
央
植
物
闘
や
専
門
植
物
園
の
体
系
的

な
整
備
を
推
進
し
ま
す
。

魅
力
的
な

ま
ち
づ
く
り
・
む
ら
づ
く
り

・
新
た
な
都
市
拠
点
と
し
て
、

富
山
駅
北
地
区

に
お
い
て
、
と
や
ま
都
市
M
I
R
A
I
計
面

を
推
進
し
ま
す
。

-
都
市
公
園
の
体
系
的
な
整
備
や
ラ
イ
ト
ア
ッ

プ
な
ど
、
魅
力
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

-
農
村
で
の
、
下
水
道
、
道
路
、
用
排
水
路
、
農
村

公
固
な
ど
、
生
活
環
境
施
設
の
整
備
や
、
農

業
、
地
場
産
業
の
振
興
を
図
り
ま
す
。

-
山
村
で
の
、
道
路
、
上
下
水
道
、
集
会
施
設

な
ど
、
生
活
環
境
施
設
の
整
備
や
、
医
療
の

充
実
と
福
祉
施
設
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

安
全
・
迅
速
・
便
利
な

交
通
体
系
の
整
備

-
北
陸
新
幹
線
の
建
設
を
促
進
す
る
と
と
も
に

駅
周
辺
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

-
東
海
北
陸
自
動
車
道
や
能
越
自
動
車
道
の
全

線
開
通
を
め
ざ
し
て
整
備
を
進
め
ま
す
。

-
県
民
の
日
常
生
活
を
支
え
る
道
路
網
を
整
備

し、

三
十
分
交
通
園
の
充
実
を
凶
り
ま
す
。

-
大
阪
や
札
幌
な
ど
へ
の
新
た
な
国
内
線
ル

l

コ
ミ
ュ

l
タ
航
空
の
拡
充
を

卜
の
開
設
や
、

進
め
ま
す
。

-
伏
木

・
富
山
港
の
整
備
を
推
進
し
ま
す
。

。
県
土
の
保
全
と
活
用

E
u
t
h
1
二円

K
と「=ヨ

D

恵
d
d
才・

7
7」
」
百
三
」

G

活
用

-
雪
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
と
と
も
に
、

雪
に
親
し
む
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
な
ど
、
雪
対

策
を
総
合
的
に
推
進
し
ま
す
。

-
水
資
源
の
確
保

・
か
ん
養
と
、
水
の
多
面
的

な
活
用
や
地
下
水
の
適
正
利
肘
を
進
め
ま
す

0

.
カ
ナ
ル
パ
l
ク
や
身
近
な
公
国
で
の
水
辺
の

整
備
を
進
め
ま
す

0

・
河
川
を
環
境
教
育
の
場
と
し
て
市
則
す
る
た

め
、
本
環
境
の
学
習
施
設
等
の
整
備
を
進
め

ま
す
。

::.. 

富
山
湾
と
沿
岸
域
の

多
面
的
な
利
用

-
無
限
の
可
能
性
を
も
っ
富
山
湾
の
総
合
的
な

開
発
利
用
を
進
め
ま
す
。

-
深
層
水
を
活
用
し
た
漁
業
資
源
の
増

・
養
殖

技
術
の
研
究
に
取
り
組
み
ま
す
。

-
公
共
マ
リ
l
ナ
や
海
浜
公
固
な
ど
、
海
洋
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
施
設
を
整
備
し
ま
す
。

-
帆
船
海
王
丸
を
核
と
し
た
日
本
海
ミ
ュ

l
ジ

ア
ム
構
想
を
推
進
し
ま
す
。

安
全
で
快
適
な

県
土
の
形
成

-
下
水
道
普
及
率
を
平
成
十
二
年
度
ま
で
に
、

お
お
む
ね
七
十
%
に
高
め
ま
す
。

-
優
れ
た
自
然
を
保
護
す
る
と
と
も
に
、
自
然

公
固
な
ど
自
然
に
親
し
め
る
場
の
整
備
を
推

進
し
ま
す
。

-
山
地
、
河
川
、
海
岸
の
保
全
を
推
進
し
、
災

害
の
な
い
安
全
で
快
適
な
県
土
づ
く
り
を
進

め
ま
す
。

。
交
通
・
情
報
通
信
体
系
の
整
備

情
報
化
社
会
を
リ
ー
ド

す
る
基
盤
づ
く
り

-
C
A
T
V

(
有
線
テ
レ
ビ
)
の
開
局
へ
の
支

援
や
、
テ
レ
ビ
放
送
の
多
チ
ャ
ン
ネ
ル
化
を

進
め
ま
す
。

-
情
報
通
信
網
の
整
備
や
展
望
台
を
備
え
た
多

目
的
タ
ワ
!
の
建
設
を
進
め
ま
す
。

-
学
校
に
お
け
る
情
報
教
育
を
充
実
す
る
と
と

も
に
、
県
民
が
パ
ソ
コ
ン
等
に
親
し
め
る
よ

う
、
情
報
工
一房
を
警
備
し
ま
す
。

-
県
民
生
活
や
産
業
活
動
を
支
援
す
る
情
報
シ

ス
テ
ム
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

6 

。
国
際
化
時
代
へ
の
対
応

国
際
的
な
視
野
を

育
む

-
国
際
理
解
教
育
の
充
実
や
帰
国
子
丈
の
教
育

体
制
の
莞
備
を
凶
り
ま
す
。

-
小
学

・
高
校
で
の
英
語
教
育
や
各
種
外
国
語

講
座
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

-
さ
ま
ざ
ま
な
国
際
交
流
活
動
を
促
進
し
、
県

民
が
外
同
人
と
ふ
れ
あ
う
機
会
の
拡
大
を
凶

り
ま
す
。

-
外
同
活
刊
行
物
を
軽
備
し
、
広
く小
川
外
の
人

び
と
に
富
山
県
の
情
報
を
提
供
し
ま
す
。

司
祭
レ
U

こ
寸

J

芯

ノ
二

E
Vイ
1
1
文
尻
し
ア

ま
ち
づ
く
り

-
国
際
芸
術
文
化
村
構
想
の
推
進
な
ど
、
特
色

あ
る
国
際
交
流
拠
点
の
整
備
を
進
め
ま
す

0

.
と
や
ま
国
際
セ
ン
タ
ー
の
機
能
を
強
化
し
、

凶
際
情
報
の
収
集
・
分
析

・
提
供
機
能
を
充

実
し
ま
す
。

-
外
国
語
に
よ
る
相
談
窓
口
を
拡
充
し
、
外
国

人
に
も
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

も
っ
と
、地
域
と
地
域
、

人
と
人
の
交
流
を
。

-
中
国
・
遼
寧
省
、
ブ
ラ
ジ
ル

・
サ
ン
パ
ウ
ロ

州
の
ほ
か
、
米
国
の
州
を
は
じ
め
と
す
る
新

た
な
友
好
提
携
を
推
進
し
ま
す
。

-
対
岸
諸
国
を
は
じ
め
と
す
る
近
隣
諸
国
と
の

交
流
を
進
め
、
環
日
本
海
交
流
の
拠
点
づ
く

り
を
め
ざ
し
ま
す
。

-
国
際
的
な
会
議
、
学
会
、
ス
ポ
ー
ツ
大
会
、

演
劇
祭
な
ど
の
開
催
を
推
進
し
ま
す
。

7 



ly 施策のあらまし③ [ 

活カある産業づくり。
新
世
紀
へ
の
産
業
展
開

頁
脳
裏
責
と
や
ま

D

一ロ
ud
口
H
M
A
E
フ
f
方
1
1
〆、

-
A
1
・
=cfυ

確
立

-
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
の
建
設
、
頭
脳
立
地
計
画
や

サ
イ

エ
ン
ス
パ

l
ク
構
想
の
推
進
な
ど
、
英

知
を
集
め
る
産
業
基
盤
づ
く
り
を
進
め
ま
七

.
人
材
確
保
対
策
本
部
を
中
心
に
内
外
か
ら
広

く
有
能
な
人
材
の
招
致
や
、
若
者
の
受
け
入

れ
を
促
進
し
ま
す
。

-
農
業
バ

イ
オ
研
究
施
設
、
素
材
科
学
研
究
所

な
ど
、
公
的
試
験
研
究
機
関
の
整
備
充
実
と

民
間
研
究
所
の
立
地
を
進
め
ま
す
。

-
高
度
情
報
通
信
基
盤
の
整
備
を
促
進
す
る
と

と
も
に
、
県
総
合
情
報
セ
ン
タ
ー
や
各
種
産

業
デ
ー
タ
ベ

ー
ス
の
整
備
充
実
を
進
め
ま
七

多
様
な
境
界
を
越
え
、

産
業
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

・
健
康

・
医
療

・
ス
ポ
ー
ツ
産
業
群
な
ど
、
新

た
な
文
化
・

産
業
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
を

進
め
ま
す
。

-
国
際
伝
統
医
学
セ
ン
タ
ー
の
整
備
な
ど
、
く

す
り
の
富
山
の
特
性
を
生
か
し
、
国
際
伝
統

医
薬
の
基
地
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

-
他
県
と
の
問
で
の
観
光
、
技
術
開
発
等
の
共

同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推
進
な
ど
、
広
域
的
な

経
済
交
流
を
進
め
ま
す
。

-
ソ
連
・
中
固
な
ど
対
岸
諸
国
を
は
じ
め
、
世

界
各
国
と
の
貿
易
や
資
本

・
技
術
交
流
を
進

め
ま
す
。

-
空
港

・
港
湾
の
機
能
の
充
実
や
海
外
駐
在
員

の
設
置
な
ど
、
国
際
経
済
交
流
の
た
め
の
基

盤
を
整
備
し
ま
す
。

。
農
林
水
産
業
の
振
興

戸片
1

ノ
ー
可
d
U
U
ト
E
¥

菊
し
し
百
ム
円
か
に
ハ

果
敢
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

-
バ
イ
オ
な
ど
の
先
端
技
術
の
開
発
利
用
や
、

加
工

・
流
通
機
能
の
高
度
化
を
図
り
、
全
国

に
誇
れ
る
県
産
品
ブ
ラ
ン
ド
を
つ
く
り
あ
げ

ま
す
。

-
農
村
、
森
林
、
泌
を
生
産
の
場
と
し
て
だ
け

で
な
く
、
い
こ
い
の
場
や
都
市
と
の
交
流
の

場
と
な
る
よ
う
、
整
備
を
進
め
ま
す
。

た
く
ま
し
く
魅
力
あ
る

農
業
の
確
立

、

-
中
核
農
家
の
育
成
や
、

地
域
ぐ
る
み
の
営
農

体
制
づ
く
り
を
推
進
し
、
効
率
的
な
生
産
シ

ス
テ
ム
を
確
立
し
ま
す
。

-
農
地
、
農
道
な
ど
の
生
産
基
盤
の
整
備
や
、

農
地
利
用
の
高
度
化
を
進
め
ま
す
。

-
米
の
食
味
向
上
対
策
や
独
自
の
新
品
種
の
育

成
に
努
め
、
う
ま
い
富
山
米
の
ブ
ラ
ン
ド
を

確
立
し
ま
す
。

-
チ
ュ

ー
リ
ッ
プ
、
梨
、
野
菜
な
ど
の
園
芸
特

産
品
の
産
地
化
を
進
め
ま
す
。

-
良
質
な
飼
料
の
自
給
体
制
の
整
備
な
ど
に
よ

り
、
畜
産
の
コ
ス
ト
低
減
と
高
品
質
生
産
を

図
り
ま
す
。

-
農
業
経
営
規
模
の
拡
大
や
、
新
規
就
農
希
望

者
の
参
入
を
図
る
シ
ス
テ
ム
の
整
備
な
ど
、

意
欲
あ
る
担
い
手
を
育
成
し
ま
す
。

活
力
あ
る
林
業
の

展
開

・
国
産
材
時
代
に
向
け
て
、
林
業
生
産
基
盤
の

整
備
や
林
業
機
械
の
導
入
な
ど
、
生
産
性
の

高
い
林
業
を
振
興
し
ま
す
。

-
県
産
材
供
給
体
制
の
整
備
や
付
加
価
値
の
高

い
製
品
開
発
な
ど
、
木
材
産
業
の
振
興
と
需

要
の
拡
大
を
図
り
ま
す
。

資
源
を
は
ぐ
く
む

水
産
業
の
育
成

-
健
全
な
稚
魚
の
放
流
や
漁
場
の
整
備
開
発
な

ど
、
つ
く
り
、
育
て
、
管
理
す
る
漁
業
を
育

成
し
ま
す
。

-
漁
港
な
ど
の
生
産
基
盤
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

ハ
イ
テ
ク
と
八
イ
タ
ッ
チ
の

調
和

-
地
域
企
業
が
独
自
の
技
術
開
発
に
取
り
組
め

る
よ
う
、
技
術
開
発
支
援
体
制
の
強
化
を
図

り
ま
す
。

。
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
産
業
の
振
興

楽
し
み
と
憩
い
の

魅
力
あ
る
商
后
街

-
商
庖
街
再
開
発
に
併
せ
て
、
駐
車
場
、
道
路
、

公
園
の
整
備
を
進
め
る
な
ど
、
中
小
小
売
庖

と
大
規
模
庖
が
共
存
で
き
る
商
業
集
積
の
形

成
を
図
り
ま
す
。

-
若
手
後
継
者
塾
の
開
設
や
先
進
企
業
へ
の
研

修
派
遣
な
ど
、
地
域
商
業
の
発
展
を
担
う
人

材
の
育
成
を
進
め
ま
す
。

高
度
な
ニ
l
h
ス
に
応
え
る

サ
ー
ビ
ス
業
の
育
成

-
情
報
サ
ー
ビ
ス
業
や
福
祉
サ
ー
ビ
ス
業
が
育

つ
よ
う
、
起
業
化

へ
の
支
援
や
、
情
報
収
集
、

提
供
機
能
の
整
備
を
図
り
ま
す
。

-
情
報
、
文
化
な
ど
の
都
市
機
能
や
交
通
体
系

を
整
備
す
る
な
ど
、
サ
ー
ビ
ス
業
発
展
の
た

め
の
環
境
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

人
が
集
い
」
父
流
す
る
、

情
報
発
信
県

-
優
れ
た
観
光
資
源
を
生
か
し
、
通
年
型

・
滞

在
型
の
大
型
観
光
地
や
リ
ゾ
ー
ト
地
づ
く
り

に
取
り
組
み
ま
す
。

-
県
内
の
観
光
地
聞
や
近
隣
県
の
観
光
地
を
結

ぶ
新
し
い
観
光
ル

l
ト
の
設
定
と
、
都
市
観

光
を
推
進
し
ま
す
。

-
県
民

一
人
ひ
と
り
が
観
光
客
を
温
か
く
迎
え

る
、
も
て
な
し
環
境
づ
く
り
を
進
め
ま
す

0

.「
第

一
回
ジ
ャ

パ
ン
エ
キ
ス
ポ
富
山
幻
」
を
開

催
す
る
な
ど
、
話
題
性
の
あ
る
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
し
ま
す
。

-
富
山
情
報
館
の
設
置
や
特
色
あ
る
交
流
拠
点

づ
く
り
を
進
め
る
と
と
も
に
、
イ
メ
ー
ジ
ア

ッ
プ
戦
略
を
積
極
的
に
展
開
し
ま
す
。

。
工
業
の
振
興

-
デ
ザ
イ
ン
振
興
の
拠
点
と
な
る
総
合
デ
ザ
イ

ン
セ
ン
タ
ー
を
整
備
し
ま
す
。

-
新
産
業
用
地
の
開
発
や
高
速
交
通
網
、
物
流

拠
点
な
ど
の
企
業
立
地
環
境
の
整
備
を
図
り

ま
す
。

-
内
発
型
企
業
を
積
極
的
に
育
成
す
る
と
と
も

に
、
技
術
先
端
企
業
な
ど
の
優
良
企
業
の
導

入
を
凶
り
ま
す
。

個
性
豊
か
な

中
小
企
業
を
サ
ポ
ー
ト

-
中
小
企
業
の
経
営
の
近
代
化
や
技
術

・
情
報

力
の
強
化
を
進
め
、
経
常
基
盤
の
充
実
を
図

り
ま
す
。

-
異
種
業
交
流

・
融
合
化
に
よ
る
新
技
術

・
新

製
品
開
発
の
推
進
や
、
独
立
起
業
家
の
立
ち

上
が
り
を
支
援
し
ま
す
。

-
地
場
産
業
の
新
た
な
展
開
を
図
る
た
め
、
新

製
品
の
開
発
、
販
路
の
拡
大
、
後
継
者
の
育

成

・
確
保
を
支
援
し
ま
す
。

8 

。
雇
用
と
勤
労
者
福
祉

働
く
み
ん
な
の
意
欲
を

応
援

-
産
業
構
迫
の
転
換
や
就
業
ス
タ
イ
ル
の
多
様

化
に
対
応
し
た
、
総
合
的
な
雇
用
対
策
を
進

め
ま
す
。

-
若
者
の
県
内
定
着
と
流
入
を
図
る
と
と
も
に

新
規
学
卒
者
、

U
タ
ー
ン
希
望
者
に
職
業
情

報
の
提
供
、
職
業
相
談
を
積
極
的
に
行
い
ま

す
。

-
パ
l
ト
労
働
な
ど
の
雇
用
管
理
の
適
正
化
や

企
業
へ
の
育
児
休
業
制
度
の
普
及
な
ど
、
女

性
の
働
き
や
す
い
環
境
づ
く
り
を
進
め
ま
七

・
高
年
齢
者
の
就
業
機
会
の
拡
大
や
障
害
の
あ

る
人
の
雇
用
の
促
進
を
図
り
ま
す
。

主
匡
こ
つ
こ
る
哉
業

E

刈コ涯
{
+
4
7
2
c
軍
当
台

力
開
発
体
制
の
確
立

-
若
年
期
か
ら
高
年
齢
期
ま
で
多
様
な
職
業
能

力
開
発
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
し
く
み
を

つ
く
り
ま
す
。

-
企
業
内
教
育
訓
練
や
自
己
啓
発
を
促
進
す
る

と
と
も
に
、
公
共
の
職
業
能
力
開
発
体
制
を

整
備
し
ま
す
。

ゆ
と
り
あ
る

勤
労
者
生
活
の
実
現

-
労
働
時
間
短
縮
の
キ
ャ
ン
l
ペ
ン
を
展
開
し
、

年
間
総
労
働
時
間
の

一
八
0
0時
間

へ
の
短

縮
を
め
ざ
し
ま
す
。

-
勤
労
者
福
祉
施
設
の
整
備
や
働
く
人
の
余
暇

活
動
の
促
進
に
努
め
、
ゆ
と
り
あ
る
勤
労
者

生
活
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
ま
す
。

9 
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新たな飛躍をめざす
長期構想

「しあわせ富山」をめざして
長期的な視点から15のテーマに取り組みます。 1 .地域整備の基本方向

可司司・圃圃~

〈地域整備の将来像〉

(地域整備の基本認識)

・優れた県土特性の活用
・高いサービスが享受できる条件づくり

・県全域の均衡ある発展

県土の均衡ある発展を図る

全県一都市社会の実現

4'E.
国
際
的
健
康
・
医
療
基
地
づ
く
り

世
界
の
伝
統
医
学
と

健
康
関
連
先
端
科
学
技
術
の

拠
点
形
成

之
議
会にお壊な

高
齢
者
の
能
力
の
発
揮
と

福
祉
を
支
え
る
人
材
の
育
成

。叫
ん生写

E
l
i
-
-

自
ら
学
び
、

生
き
が
い
を
実
感
で
き
る

生
涯
学
習
社
会

4
制度
目
j

川
U

芸
術
を
愛
す
る
県
民
と

芸
術
家
が
集
う
ユ
ー
ト
ピ
ア

の
形
成

地
域
性
を
生
か
し
た
整
備

中
心
都
市
圏
の
形
成

初
分
交
通
圏
の
充
実

公
共
サ
ー
ビ

ス
施
設
の
均

衡
の
と
れ
た
配
置

広
域
生
活
圏
の
整
備
促
進

個
性
豊
か
な
地
域
づ
く
り

定
住
条
件
の
整
備

7
'・
一立

場

事

整

備

自
然
と
調
和
し
た
、

国
際
的
な
観
光
・
交
流
空
間

の
形
成

与
慢
の
港口問

無
限
の
可
能
性
を
秘
め
る

富
山
湾
や
沿
岸
地
域
の

総
合
的
な
開
発
利
用

aE
i

g花と緑の主
夜
九

守

若
者
を
引
き
つ

け

、

花

と
緑
や
自
然
が
息
づ
く

楽
し
み
ふ
れ
あ
う
環
境
づ
く
り
美
し
い
生
活
の
舞
台
づ
く
り

a軍
需躍

2
41
円

紙
一直
島
い
い

女
性
の
可
能
性
が
開
化
し
、
豊
富
な
水
の
活
用
と

女
性
に
快
適
な
社
会
帆
つ
く
り
快
適
な
雪
環
境
の
創
造

10 

η総
合
交
通
体
系
の
整
備

豊
か
な
生
活
と
産
業
を
支
え
る

高
度
な
総
合
交
通
体
系
の
壁
v
一

抱

一環
日
本
海
支
流
拠
点

環
日
本
海
経
済
圏
・
文
化
圏
の

創
造
と
交
通
拠
点
づ
く
り

問

ハ

イ

テ

ク
ハ
イ
タ
ッ
吾
妻
の
振
興

産
学
宋
の
ハ
イ
テ
ク
(
高
度
技
術
)
化
、

八
イ
タ
ッ
チ
(
高
感
度
)
化
の
促
進

M
ゐ
確
保
裂
を

明
日
へ
の
原
動
力
と
な
る

優
れ
た
人
材
と
若
者
の
確
保

1

湾

紙

圃イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ

l
1
l
J

i

-

l

;

 

魅
力
的
な
富
山
イ
メ
ー
ジ
の

創
出
と
富
山
情
報
の
発
信

@
@
@
で
紹
介

新
富
山
県
民
総
合
計
画
を

-
「
美
味
し
ん
ぼ
」
の
山
岡
、
栗
田
間
記
者
が
、
取
材
の
た
め
米
県

し
、
県
内
の
緩
々
な
人
々
寸
の
受
流
を
通
し
て
、
新
富
山
県
民
総

合
計
画
の
ね
ら
い
な
ど
を
、
わ
か
り
や
す
く
紹
介
し
ま
す
。



日
射
し
が
や
わ
ら
か
く
な
り

古
城
の
雪
化
粧
も

色
あ
せ
る
こ
ろ

モ
ノ
ク
ロ
ー
ム
の
街
が

}
広
州
警

sテ
~ 
mlA
W
 

色
づ
き
は
じ
め
る



雪と光が織りなすノ、ーモニー21世紀を演出する創造空間
スノーアートとやま'91点灯式

「雪
を
活
か
し
た
公
園
づ
く
り
」
の

一
環
と
し
て
、
今
年

も

「
ス
ノ

l
ア
l
ト
と
や
ま
引
」

の
点
灯
式
が
、

一
月
十
七

日
、
県
庁
前
公
園
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
横
沢
県
出
納
長
、
そ

し
て
こ
の
ス
ノ

l
ア
l
ト
と
や
ま
の
企
画
実
行
委
員
長
で
あ

る
富
山
国
際
大
学
学
長
の
佐
々
学
氏
の
あ
い
さ
つ
の
後
、

一

せ
い
に
点
灯
。
点
灯
の
瞬
間
、
公
園
内
に
設
置
さ
れ
た
色
と

り
ど
り
の
オ
ブ
ジ
ェ
が
照
ら
し
山
さ
れ
、
噴
水
が
夜
空
に
向

か
っ
て
勢
い
よ
く
上
が
り
ま
し
た
。

今
年
は
特
に
、
「
雪
の
動
物
園
」
と
題
し
て
、
県
内
の
幼

稚
園
や
保
育
園
の
チ
ビ
ッ
子
た
ち
が
描
い
た
ラ
イ
オ
ン
や
ペ

ン
ギ
ン
な
ど
の
大
き
な
パ
ネ
ル
も
設
置
さ
れ
、
公
園
全
体
が

ち
ょ

っ
と
し
た
ア
ー
ト
ス
ペ
ー
ス
と
な
り
ま
し
た
。

当
日
は
雨
が
降
る
あ
い
に
く
の
天
気
と
な
り
ま
し
た
が
、

園
児
た
ち
に
よ
る
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
や
、
滝
沢
卓
さ
ん
に
よ

る
シ
ン
セ
サ
イ
ザ
ー
の
演
奏
も
行
わ
れ
、

訪
れ
た
人
た
ち
は

光
と
音
が
創
り
出
す
幻
想
的
な
空
間
に
、
し
ば
し
酔
い
し
れ

て
い
ま
し
た
。

14 

一月
五
日
、
高
岡
市
二
塚
に
富
山
県
産
業
創
造
セ
ン
タ
ー

「高
岡
テ
ク
ノ
ド
ー
ム
」
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
同
セ
ン

タ
ー
は
、
県
や
高
岡
市
、
商
工
団
体
が

一
体
と
な

っ
て
建
設

を
進
め
て
い
た
も
の
で
、
富
山
県
産
業
の
研
究
開
発
基
地、

情
報
交
流
の
拠
点
と
し
て
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

す
。こ

の
日
、
大
展
示
場
で
行
わ
れ
た
竣
工
式
典
に
は
、
関
係

者
約
五
百
人
が
出
席
。
中
沖
知
事
が

「技
術
、
頭
脳
立
県
へ

の
貢
献
を
期
待
し
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
。
続
い
て
、
感
謝
状

'
'

の
贈
呈
や
祝
辞
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

nF，

当
施
設
は
、
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
タ
と
呼
ば
れ
る
研
究
開
発
型

f
.
企
業
の
育
成
支
援
施
設
を
備
え
た
展
示
ホ
ー
ル
で
す
。
メ
イ

}

ン
の
大
展
示
場
は
三
千
五
十
平
方
メ
ー
ト
ル
で
、
大
規
模
展

フ

示
も
可
能
な
多
目
的
ス

ペ
ー
ス
に
な
っ
て

い
ま
す
。

ム

ま

た

開

館
を
記
念
し
て
一一
月
九
日
か
生

一一
日
間
「
高
岡

一

産
業
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
別
」
と
「
県
繊
維
フ
ェ
ア
」
が
開
催

κー
さ
れ
、
約
五
万
人
の
来
場
者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

ノクテ岡吉
岡
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一三課弘一|
花は生活に潤いを与えてくれ、緑は人の心に安らぎを与

えてくれます。

富山県は本~'I'I- 自然の豊かな県です。 季節の移り変わ
りを感じとることのて$る花や緑が街にあふれでいます。
農林管理課では、彩り鮮やかな日本一の美しいふるさ

とづくりをめざして、様々な花と緑の運動を推進してい
ます。

農林管理課

大屋美由貴(ミス・チューリッフ。)リポーター:

富
山
県
fr

花

Y
緑
7
Vぱ
い
に

農
林
管
理
課
は
、
出
迎
え
て
い
た
だ
い
た
職
員

の
皆
さ
ん
の
温
か
い
笑
顔
と
部
屋
に
飾
ら
れ
た
沢

山
の
お
花
の
せ
い
か
、
県
庁
内
の

一
角
と
は
思
え

な
い
ほ
ど
和
や
か
な
雰
囲
気
で
し
た
。
さ

っ
そ
く

平
課
長
か
ら
、
「
幻
世
紀
に
向
け
て
の
富
山
県
の
三

大
挑
戦
の

一
つ
で
あ
る
『
日
本

一
の
花
と
緑
の
県
』

|
|

こ
れ
を
推
進
し
て
い
る
の
が
農
林
管
理
課
で

す
U

と
の
話
を
聞
き
ま
し
た
。
年
々
、
国
民
の
緑

化
に
対
す
る
意
識
が
高
ま
っ
て
き
て
い
る
な
か
、

富
山
県
で
は
「
グ
リ
ー
ン
プ
ラ
ン
」

(
県
土
緑
花

計
画
)
を
推
進
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ

の
計
画
で
私
が
関
心
を
持
っ
た
の
は
、
地
域
の
花

と
緑
づ
く
り
の
た
め
の
「
花
と
緑
の
銀
行
」
の
設

置
と
、
多
く
の
県
民
に
花
や
緑
の
施
設
を
見
学
し

て
も
ら
う
「
フ
ラ
ワ
ー
グ
リ
ー
ン
パ
ス
」
の
運
行

で
す
。
し
か
し
、
残
念
な
こ
と
に
こ
の
「
グ
リ

l

ン
フ
ラ
ン
」
を
知

ら
な
い
県
民
が
結

構
多
い
と
い
う
こ

と
で
す
。
平
課
長

は
「
皆
さ
ん
に
わ

か
り
や
す
く
、
親

し
ん
で
も
ら
え
る

よ
う
に
、
新
し
い

ク
リ
ー
ン
フ
ラ
ン

の
策
定
を
行
っ
て

い
ま
す
が
、
ど
の

本本温
海海室
側側
最の J令
大植室
の物が
植を設
物収け
園集ら
に。れ
なこ世
るれ界
のが各
だ完国
そ成の
う すキ直 .植物公園完成予想図
でれ物闘のすあ地の物中物山るれ
すばとに植 。 りで建国央公県 「 て
。日日は物こまも設 」 植 園 植 富 い

暮
ら
!
に
役
立
ヲ

森
林
f
T

最
後
に
私
は
、
立
山
町
に
あ
る
林
業
試
験
場
に

足
を
運
び
ま
し
た
。
そ
こ
に
は
樹
齢
何
十
年
も
の

木
々
が
立
ち
並
び
、
ち
ょ
っ
と

エ
キ
ゾ
チ
ッ
ク
な

雰
囲
気
が
漂
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
林
の
中
に
ペ

ン
シ
ョ
ン
風
の
真
新
し
い
建
物
が
あ
り
、
い
ろ
ん

な
研
究
や
実
験
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
主
な
研

究
と
し
て
、
積
雪
深、

雪
圧
害
に
よ
る
ス
ギ
の
幹

折
れ
、
根
元
曲
り
の
原
因
究
明
や
防
止
対
策
、
家

具
材
と
し
て
の
利
用
が
多
い
広
葉
樹
林
の
育
成
、

ま
た
ス
ギ
の
間
伐
材
を
利
用
し
た
バ
イ
オ
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
に
よ
る
多
種
の
き
の
こ
栽
培
等
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
近
年
地
球
規
模
の
問
題
と

よ
う
に

P
R
す
る
か
が
今
後
の
大
き
な
課
題
」
と

お

っ
し
ゃ

っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
花
と
緑
の
普

及
を
図
る
の
に
は
、
大
変
な
額
の
資
金
が
必
要
な

の
だ
そ
う
で
す
。
や
は
り
私
た
ち
県
民

一
人
ひ
と
り
が
花
と
緑
の
重
要

性
に
対
し
て
の
認
識
を

高
め
、
自
分
達
の
回

り
を
花
と
緑
で
い
っ

ぱ
い
に
す
る
こ
と
が

大
切
だ
と
思
い
ま
し
、

日
本
海
側
随

植
物
公
園
rr

次
に
私
は
「
花
と
緑
の
銀
行
」
の
本
庖
が
あ
る

富
山
県
緑
化
セ
ン
タ
ー
を
訪
れ
ま
し
た
。
「
花
と
緑

の
銀
行
」
に
つ
い
て
簡
単
に
説
明
す
る
と
、
知
事

を
理
事
長
と
し
て
、
こ
の
緑
化
セ
ン
タ
ー
を
銀
行

本
庖
、
各
市
町
村
を
支
店
(
地
方
銀
行
)
と
し
、

さ
ら
に
小
学
校
区
毎
に
グ
リ
ー
ン
キ

l
パ
l

(
花

と
緑
の
指
導
員
)
を
配
置
し
、
各
家
庭
や
緑
花
グ

ル
ー
プ
な
ど
を
指
導
す
る
と
い
う
仕
組
に
な

っ
て

い
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
フ
ラ
ワ
ー
グ
リ
ー
ン
パ
ス

花
壇
コ
ン
ク
ー
ル
、
種

苗
の
配
布
、
講
演
会
等

本
当
に
幅
広
い
活
動
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
皆

さ
ん
は
県
庁
前
公
園
の

花
時
計
が
年
間
五
回
も

模
様
が
え
す
る
の
を
知

っ
て
い
ま
し
た
か
。
デ

ザ
イ
ン
を

一
般
か
ら
公
募
し
、
選

考
す
る
の
も
銀
行
の
仕
事
な
の
で

す
。
ま
た
、
緑
化
セ
ン
タ
ー
は
幻

世
紀
に
向
け
て
計
画
が
す
す
め
ら

酸
性
雨
の
実
態
調

査
も
、

こ
こ
で
行

わ
れ
て
い
る
の
だ

そ
う
で
す
。。

今
回
、
農
林
管

理
課
を
訪
問
し
強

く
感
じ
た
の
は
、

が
よ
り

一
層
重
要

性
を
増
し
て
き
で
い

る
と
い
う
こ
と
で
す
。

リ
l
ン
プ
ラ
ン
」
に
参
加
し
、

あ
ふ
れ
る
ほ
ど
の

花
と
緑
を
育
成
す
る
こ
と
を
、

今

一
度
試
み
て
は



ふるさと
みてある

ト

巾

聞J
み
に
米
る
そ
う
だ
。

駐
車
場
で
車
を
停
め
、

山
中
の
雪
道
を
叩
分
足
ら

ず
歩
く
と
、

眼
下
に
霊
場

全
国
名
水
百
選
に
も
選
ば
れ
た

「穴
の
谷
の
霊
水
」

が
見
え
て
く
る
。
百
八
段

は
、
知
る
人
ぞ
知
る
上
市
町
を
代
表
す
る
名
物
。
「
万
病

に
効
く
」

地
か
ら
人
が
集
ま
る
。

取
材
に
行

っ
た
の
は
二
月
初
め
、

雪
の
降

の
階
段
を
降
り
た
と
こ
ろ

に
こ
こ
を
訪
れ
る
人
た
ち

の
た
め
の
休
憩
・

宿
泊
所

長

・
塩
原
真

行
さ
ん
に
話

を
聞
い
た
。

「昔
は
行
者

穴
と
呼
ば
れ
、

修
業
の
場
と

さ
れ
て
い
た

ん
で
す
よ
。

霊
験
あ
ら
れ
い
か
「
{
八
の
谷
の
霊
水
」

上市町の概要
人 口 23，681人(1月1日現在、県人口統計調査より)

面積 237.39km'
剣岳がそびえ立ち、その登山基地である馬場島には、キャン

プ場等の施設が整った剣岳青少年旅行村が開かれている。

穴の谷の霊水、大岩山日石寺、立山寺参道の栂並木など見所

も多い。

る
平
日
の
午
後
に
も
か
か
わ
ら
ず

一
時
間
ほ

ど
の
聞
に
十
数
人
の
人
に
出
会

っ
た
。
皆
さ

ん
近
辺
の
人
で
、

「こ
う
い
う
日
は
並
ば
ん
で

も
汲
め
る
か
ら
い
い
ね
U

と

の
↑一
一
口
菓
に
改
め

て
人
気
の
古
川
さ
に
驚
い
た
。
最
近
で
は
寒
の

水
が
い
い
と
、
冬
で
も
多
く
の
人
が
水
を
汲

余
り
の
剣
周
辺
に
生
息
す
る
動
物
の
は
く
製
が
展
示
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
杉
の
樹
皮
に
覆
わ
れ
た
柱
も
あ

り
、

い
か
に
も

「山
岳
」
の
雰
囲
気
を
体
感
で
き
る
。

更
に
奥
の
方
に
は
、

「
三
面
マ
ル
チ
ス
ラ
イ
ド
」
と
「
剣

岳
の
ジ
オ
ラ
マ
U

剣
岳
の
ジ
オ
ラ
マ
は
、
四
本
の
登
山

ル
l
卜
や
山
小
屋
の
位
置
な
ど
が
電
光
掲
示
さ
れ
、
全

体
的
に
剣
岳
を
見
る
こ
と
が

で
き
る
。
ジ
オ
ラ
マ
の
方

へ
近
づ
く
と
、
突
然
周
り
が
暗
く
な
り
、
ス
ラ
イ
ド
映

写
機
が
動
き
始
め
る
。
映
写
時
間
は
約
七
分
。
剣
岳
の

四
季
が
素
晴
ら
し
い

映
像
で
紹
介
さ
れ
、

ま
さ
に
松
井
館
長
の

話
通
り
、
「
居
な
が
ら

に
し
て
剣
に
登

っ
た

よ
う
な
気
分
」
に

鯨
な
れ
る
。
「
自
然
だ

砕
け
で
な
く
、
歴
史

槻
山
岳
信
仰
も
含
め

酋
寸酎

た
ス
ラ
イ
ド
を
作

山
山
[一九

る
計
画
も
あ
る
ん

行
で
す
よ
U

と
館
長
。

ω最
後
に
剣
岳

Q
&

岳州

A
コ
ー
ナ
ー
を
経

て
館
を
出
る
と
、

真
正
面
に
雄
大
な

刀

3
n
u
『

)
44

つ

口
川
工
寸

f
u
f
J

て、

岡
本
弘

真
と
い
う
厄
さ
ん
が
修
業

に
来
て
、

に

『
こ
の
水
は
霊
験
あ
ら

た
か
な
水
だ
か
ら
病
に
苦

し
む
人
に
飲
ま
せ
た
い

』

亡
く
な
る
間
際

と
言
わ
れ
、
売
薬
を
し
て

い
た
私
の
父
が
そ
の
話
に

企弘真会の塩原真行さん

ん感
で重!}J
すし
ょて
」。全

凶

)ムJ

め
アニ

水高
一孟一のハ合の{八

'色てれ
J
i
F
 

一時

飼
岳
が
そ
び
え
て

い
た
。

此

博
物
館
で
様
々

な
姿
を
見

絹

た
だ
け
に
、

一
層
雄
々
し

。
句姐

く
愛
着
を
感
じ
る

「
剣
」

企

で
あ

っ
た
。

日
本
海
側
初

健
康
科
学
専
門
学
校

オ
ー
プ
ン

上
市
町
提
(合
地
内
に
、
こ
の
四
月
富
山
健
康
科
学
専

門
学
校
が
開
校
す
る
。
同
校
は
、
日
本
海
側
と
し
て
は

初
め
て
の
健
康
づ
く
り
の
指
導
者
養
成
校
。
「
健
康
体
力

科
学
科
」
が
説
け
ら
れ
、
そ
ニ
で
は
体
力
と
運
動
に
関

す
る
知
識
と
実
技
を
中
心
に
、
栄
養
学
や
心
の
科
学
な

噌

ど
を
系
統
づ

け

【

て
学
ぶ
。
県
内

協~
一判
で
最
初
に
生
涯

町
一
学
習
都
市
宣
言

一間
を
行
い
、
健
康

川
官

a

つ
く
り
に
積
極

広
W

治

的
に
取
り
組
ん

一
羽
で
い

る
上
市
町

刊
と
し
て
も
、
理

~
企

」

医
者
に
見
放
さ
れ
た
人
が
霊
水
を
飲
ん

で
治

っ
た
と

な
仏一時

か
、
何
年
置
い
て
も
腐
ら
な
い
と
か
、
ん
八
の
谷
の
議
水

W

に
ま
つ
わ
る
不
思
議
な
話
は
数
多
い

。
「こ

の
霊
木
を
分

官

析
し
た
と
こ

ろ
、
ゲ
ル
マ
ニ
ウ
ム
が
含
ま
れ
て
い
る
そ

憩件

、
つ
で
、
そ
れ
が
健
康
に
い
い
ら
し
い
ね
。
ゲ
ル
マ
ニ
ウ

仇

ム
を
含
む
湧
水
は
こ
こ
を
含
め
て
世
界
に
三

ヶ
所
し
か

仰

な
い
ら
し
い
で
す
よ
日
と
塩
原
さ
ん
。
「
は
じ
め

の
う
ち

m
は
卜
市
駅
か
ら
霊
木
の
人

っ
た
ポ
リ
タ
ン
ク
を
持

っ
て

企

電
車
に
乗
り、

ガ
ソ
リ
ン
と
間
違
わ
れ
て
注
意
さ
れ
た

人
も
い
た
」

な
ど
楽
し
い
話
も
た
く
さ
ん
。

観
光
協
会
や
交
通
安
全
の
仕
事
に
も
携

っ
て
い
る
塩

原
さ
ん
。
「
こ
れ
だ
け
多
く
の
人
が
集
ま
る
の
だ
か
ら
、

こ
れ
を
活
用
し
て
今
ま

で
以
上
に
町
の
プ
ラ
ス
に
な
る

よ
う
な
こ
と
を
や
り
た
い
U

と
意
欲
満
々
だ
。

剣
岳
讃
歌

山
岳
博
物
館
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標
高

二、

九
九
八
メ
ー
ト
ル
の
剣
岳
は
、
山
男
憧
れ

の
山
。
毎
年
多
く
の
登
山
者
が
山
頂
を
目
指
す
。
ま
た
、

古
く
か
ら
立
山
参
拝
の
街
道
筋
と
し
て
開
け
た
上
市
町

の
シ
ン
ボ
ル
的
存
在
で
も
あ
る
。

こ
の
剣
岳
の
自
然
を
展
示
し
て
い
る
の
が
、

北
ア

ル

プ
ス
丈
化
セ

ン
タ
ー
内

の
山
岳
博
物
館
。
館
内
に
祉
を

踏
み
入
れ
る
と
真
先
に
早
月
尾
根
の
模
引
展
示
が

U
に

飛
び
込
ん
で
く
る
。
ふ
も
と
か
ら
頃
ー
ま
で
急
激
に
せ

り
上
が
る
剣
の
安
が
よ
く
わ
か
る
。
ま
た
館
内
に
は
、

ラ
イ
チ
ョ

ウ、

カ
モ
シ
カ
、

ク
マ
、

タ
カ
な
ど

一
一十
体

企剣岳早月尾根

想
に
合
っ
た
学
校
だ
。

現
在
第

一
期
生
を
募
集
中
。
「受
付
は
順
調
で
す
よ
。

県
内
は
も
ち
ろ
ん
、
長
野
や
岐
阜
、
福
川
県
か
ら
も
米

て
ま
す
。
問
月
上
旬
ま
で
受
け
付
け
て
い
る
の
で
、
も

っ
と
増
え
る
で
し
ょ
う
U

と
学
生
募
集
担
当
の
川市
岡
勲

さ
ん
。

黒
田
さ
ん
は
上
市
町
出
身
で
、
学
生
時
代
に
は
ボ
ク

シ
ン
グ
の
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
候
補
に
な

っ
た
ほ
ど
の
ス
ポ

ー

ツ
マ
ン
。
「富
山
に
帰

っ
て
ス
ポ
ー
ツ
山
で
働
い
て
い

た
ん
で
す
が
、
地
元
の
人
で
誰
か
世
話
を
し
て
ほ
し
い

と
言
わ
れ
て
始
め
た
ん
で
す
よ
。
各
学
校

へ
の
P
R
と

い
う
面
で
は
、
い
ま
ま
で
の
人
の
つ
な
が
り
が
と
て
も

役
に
立
ち
ま
し
た
。
や

っ
ぱ
り
昔
か
ら
の
積
み
重
ね
が

大
切
で
す
ね
U

五
月
か
ら
は
、
ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
や
エ
ア
ロ
ビ

ク
ス
ス
ク
ー
ル
な
ど

一
般
に
も
公
開
さ
れ
る
。
「こ

の
乍

校
が
で
さ
る
こ
と
で
、
若
い
人
が
集
ま
り
町
に
出
気
が

出
た
り
、
生
涯
学
習
の

一
環
と
し
て
学
校
の
公
開
講
座

を
利
用
し
て
も
ら

っ
た
り
、
町
民
の
健
康
づ
く
り
に
役

立
て
て
も
ら
え
れ
ば
う
れ
し
い
で
す
ね
U

ボ
ク
シ
ン
グ

で
言
え
ば
、
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
で
な
く
い
つ
も
挑
戦
者
の

気
持
で
い
た
い
と
話
す
黒
川
さ
ん
。
飛
躍
に
向
け
て
、

試
合
開
始
の

、ゴ
ン
グ
は
今
鳴

っ
た
ば
か
り
。
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i 衿察竺繋翠惣欝・E盟盟国-・

3月は納税強調月間で蕊

税
の
仕
組
み
ゃ
役
割
に
つ
い
て
、
層
の
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
だ
納
め

て
い
た
だ
い
て
い
な
い
税
金
に
つ
き
ま
し
て
は
、

公
平
な
税
の
負
担
を
実
現
す
る
た
め
、

お
早
目
に
納
め
て

い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

県
税
に
つ

い
て
疑
問
や
お
困
り
の
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

お
気
軽
に
最
寄
り
の
県
税
事
務
所
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

書霊百県総税 砺波草事輯F県弛斤 最税事務同重庁 高主事萌所盟見
動車税セ自

務自県税事所 務事所等

タン

E 富市新臨曲輔
魚市喜津

高岡市電父
官富市庄室新町 車

E七官七。fi- 戸斤

0主〆四、-t O 六七 O 七六五 2六一。七困古五六一l 
0七ノ四、ー0 在

) 

地四

五四 九四
四 五 九四

五
五 五

貧
国
の
税
金
は
税
務
署
へ

市
町
村
の
税
金
は
市
役
所
ま
た
は
町
村
役
場
へ

〈県税の納税窓口は〉
!l，ll人lの銀行、 イパm金庫、農協、点、|品、 信同組

合XはW<，税事務所で、納めて くださし、。

・県税の所管区域図

み
ん
な
で
守
ろ
う

土
地
の
基
本
理
念

土
地
基
本
法
で
は
、
み
な
さ
ん
に

守
っ
て
も
ら
い
た
い
次
の
4
つ
の
こ
と
を

「
土
地
巴
つ
い
て
の
基
本
理
念
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
%

1
土
地
に
つ
い

て
は
公
共
の
福
祉
が
優
先
し
ま
す
。

2
土
地
は
適
正
に
、
計
画
的
に
利
用
さ
れ
る

こ
と
が
必
要
で

す
。

3
投
機
的
な
土
地
取
引
は
行
わ
れ
て
は
な
ら
な
い
も
の
で
す

0

4
価
値
の
増
加
に
伴
う
利
益
は
適
切
な
負
担
で
社
会
に
環
元

さ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
理
念
の
上
に
、
国
土
利
用
計
画
法
が
あ
り
、

一
定
面
積
以
上
の
土
地
取
引
は
、
事
前
に
届
出
が
必
要
と
な

っ
て
い
ま
す
。

V
く
わ
し
く
は
、
県
民
生
活
課
ま
た
は
市
町
村
の
土
地
対
策

担
当
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

土
地
に
関
す
る
無
料
相
談
会
の
ご
案
内

国
土
庁
と
富
山
県
で
は

4
月
を
「
土
地
月
間
」
と
し
て
、

土
地
に
関
す
る
基
本
理
念
や
土
地
公
示
制
度
な
ど
の
普
及
を

図
り
ま
す
。

こ
の
一
環
と
し
て
、
不
動
産
鑑
定
士
に
よ
る
土
地
価
格
な

ど
に
関
す
る
無
料
相
談
会
が
聞
か
れ
ま
す
。

日
時

4
月

3
日
(
水
)
午
前
川
j
午
後

4
時

場
所

県
民
会
館

6
階

6
0
1
号
室

高
岡
市
役
所

8
階
会
議
室

小
規
模
企
業

共
済
制
度
巴

加
入
を

富
山
県
と
中
小
企
業
事
業
団
は
、
平
成
二
年
度
を

「
小
規
模
企
業
共
済
制
度
」
の
モ
デ
ル
県
運
動
の
実

施
期
間
と
し
て
設
定
し
、
特
別
加
入
促
進
運
動
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

こ
の
共
済
制
度
は
、
小
規
模
企
業
の
経
営
安
定
と

経
営
者
の
福
祉
の
増
進
を
目
的
と
し
た

『事
業
主
の

退
職
金
制
度
』
と
い
え
る
も
の
で
す
。

詳
し
く
は
、
最
寄
り
の
商
工
会
・
商
工
会
議
所
・

金
融
機
関
・
各
協
同
組
合
ま
た
は
県
経
営
指
導
課
ま

で
お
問
い
合
せ
下
さ
い
。
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j主富山県漁業調整規則の

さ
け
・
ま
す
の
県
内
河
川

へ
の
そ
上
を
促
す
た
め

富
山
県
漁
業
調
整
規
則
の

一
部
が
次
の
よ
う
に
改
正

さ
れ
、
平
成
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
。

川
さ
け
に
つ
い
て
は
、
人
工
ふ
化
放
流
事
業
の
主
要

河
川
(
小
矢
部
川
・

庄
川
・
神
通
川
・
常
願
寺
川
・

早
月
川
・
黒
部
川
・
小
川
)
・
の
河
口
付
近
海
域
に
お

い
て
、
叩
月

1
日
か
ら
ロ
月
引
固
ま
で
の
間
採
捕
を

禁
止
す
る
。

∞
ま
す
に
つ
い
て
は
、
人
工

ふ
化
放
流
事
業
河
川
(
庄

川
・
神
通
川
・
黒
部
川
)
の
河
口
付
近
海
域
に
お
い

て、

4
月
1
日
か
ら

6
月
初
固
ま
で
の
問
、
採
捕
を

禁
止
す
る
。

叩
右
の
禁
止
期
間
に
、
禁
止
区
域
内
で
、
さ
け
・
ま

す
を
捕
獲
し
た
と
き
は
、
直
ち
に
海
中
へ
戻
さ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
れ
ら
の
定
め
は
、
漁
業
者
だ
け
で
な
く、

一
般

遊
漁
者
に
も
適
用
さ
れ
ま
す
の
で
、
十
『
分
留
意
願
い

ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、
県
庁
水
産
漁
港
課
に
お

問
い
合
せ
下
さ
い
。

8
0
7
6
4
・
引
・

4
1
1
1
(内
線
5
8
5
)
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腕
富
山
県
青
年
海
外
派
遣

-
派
遣
国

ソ
連

・
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

-
派
遣
期
間

山
月
1
日
(火
)
i
は
日
(日
)

の
は
日
間
(
予
定
)

・
募
集
人
員
及
び
資
格

〈
一
般
部
門
〉

約
的
名
(
う
ち
身
体
障
害
者

3
名
程
度
)

却
歳
以
上
却
歳
未
満

〈
農
業
部
門
〉

約
同
名
(
う
ち
農
業
高
校
生

等

3
名
程
度
)

却
歳
以
上
お
歳
未
満

・
団
員
負
担
金

約
お
万
円

-
募
集
期
間

3
月
1
日
(
金
)
か
ら

3
月
初

日
(
土
)
ま
で

・
応
募
先

市
町
村
青
少
年
対
策
主
管
課

※
詳
し
く
は
、
市
町
村
青
少
年
対
策
主
管
課

又
は
県
婦
人
青
少
年
課
へ

制
富
山
県
婦
人
海
外
派
遣

-
派
遣
国

ソ
連

・
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

-
派
遣
時
期

旧
月

1
日
(
火
)
1
日
日
(
日
)

の
ほ
日
間
(
予
定
)

-
募
集
人
員
及
び
資
格

約
却
名
(
た
だ
し
、
割
当
人
員
の
な
い
市

町
村
も
あ
り
ま
す
。)

初
歳
以
上
回
歳
未
満
ま
た
は
満
日
歳
以
上

印
歳
未
満
の
者
で
そ
の
区
域
活
動
が
著
し

く
顕
著
な
方

-
団
員
負
担
金

・
募
集
期
間

約
幻
万
円

3
月
1
日
(
金
)
か
ら

3
月
初

日
(
土
)
ま
で
の
問
で
各
市
町

村
長
が
定
め
る
期
間

-
応
募
先

各
市
町
村
婦
人
対
策
主
管
課

※
詳
し
く
は
市
町
村
婦
人
対
策
主
管
課
又
は

県
婦
人
青
少
年
課
へ

「
世
代
に
み
る
富
山
県
の
作
家
た
ち
展
恥

第1回富山県「おわら風の盆」協議会

「成人の日」記念優良青年等表彰式

第6回富山県中核農業士の集い

1月11日
1月14日

ART側 TOVAMAF慌淵斑V回ALGEI慌RT:羽α唱S

ガンカモ科鳥類生息調査

スノーアー卜とやま'91点灯式

富山県総合情報センタ一、 総合教育センター起

工式

1月16日

1月17日
1月18日

県
内
出
身
の
叩
代
の
作
家
の
充
実
し
た
新

作
(
日
本
画
・
.洋
画
・
彫
刻

・
工
芸
・
書

・

写
真
)
を
一
堂
に
展
示
し
ま
す
。

-
日
時

3
月

8
日
(金
)
1
3
月
お
日
(
木
)

.
場
所

県
民
会
館
美
術
館

-
入
館
料
一
般
ニ
百
十
円
、
小
・
中
・
高

生
百
円

詳
し
く
は
、
県
民
会
館
文
化
事
業
課
へ

2
0
7
6
4
・
辺
・

3
1
1
1

総
務
庁
膏
年
海
外
派
遣

〔
青
年
海
外
派
遣
〕

-
派
遣
先

.
派
遣
期
間

・
応
募
年
齢

オ
セ
ア
ニ
ア
、
中
米
、
南
米

9
j
m
月
ま
で
の

3
週
間

ハU

l
n
コE
丸

町
/
」

門

ノ

ι
ム

Fm

〔
東
南
ア
ジ
ア
青
年
の
船
〕

-
派
遣
先

.
派
遣
期
間

・
応
募
年
齢

ア
セ
ア
ン
諸
国

9
1
什
月
ま
で
の
印
日
間

m
l犯
歳

〔世
界
青
年
の
船
〕

-
派
遣
先

南
西
ア
ジ
ア
、
中
近
東

フ
リ
力

・
派
遣
期
間

平
成

4
年

1
1
3
月
ま
で
の

百
日
間

・
応
募
年
齢

m
l
m歳

。
応
募
期
間

3
月
お
日

ω
1
4月
日
日

ω

詳
し
く
は
県
婦
人
青
少
年
課

へ

2
0
7
6
4
・
引

・
4
1
1
1

# 指街頭献血日程

(内
線

7
6
3
)

出年
の非

行
止と.......，...、

期
σ) 

ア

例
年

3
月
か
ら

4
月
に
か
け
て
は
、

や
春
休
み
の
開
放
感
か
ら
犯
罪
を
犯
し
た

進
学
、
就
職
等
に
伴
う
環
境
の
変
化
や
心

的
動
揺
な
ど
に
よ
り
家
出
を
す
る
少
年
が
多

く
な
り
ま
す
。
特
に
少
年
の
家
出
は
、
家
出

中
に
非
行
に
走

っ
た
り
、
犯
罪
の
被
害
を
受

け
る
な
ど
非
常
に
危
険
で
す
。

家
庭
で
は
、
暖
か
い
思
い
や
り
の
あ
る
態

度
で
子
供
と
接
し
、
子
供
の
持
ち
物
や
言
葉

づ
か
い
、
行
動
等
に
不
審
な
こ
と
が
あ
れ
ば

直
ち
に
適
切
な
指
導
や
助
言
を
し
ま
し
ょ
う
c

ま
た
、
地
域
の
す
べ
て
の
人
が
一
丸
と
な

っ
て
非
行
に
陥
り
そ
う
な
少
年
を
見
か
け
た

と
き
は
、
た
め
ら
わ
ず
に
「
ひ
と
声
」
か
け

て
非
行
を
未
然
に
防
止
し
ま
し
ょ
う
。

小
年
の
非
行
関
係
の
相
談
や
連
絡
は
、
所

轄
の
警
察
署
の
防
犯
係
や
ヤ
ン
グ
テ
レ
ホ
ン

コ
ー
ナ
ー
を
利
用
し
て
下
さ
い
。

よ
い
ニ
の
コ
ー
ナ
ー

。
富
山
地
区

0
7
6
4
・
引
・

5
0
5
7

よ

L

コ
ー
ナ
ー

。
高
岡
地
区
0
7
6
6
・

n
・
4
1
5
7
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日 日霊 場 所 時間

月 氷見市ハッ ピータウ ン前 10:00-15・30

6 土 富山駅前 1 0 : 00 -1 6 : 00 

7 日 黒部市「メルシ一」ショッヒ。ンクoセンタ一前 1 0 : 00 -1 5 : 30 

8 月 庄川町役場前 1 0 : 00 -1 5 : 30 

13 土 富山市「アピタ」シヨツヒ。ンクoセンタ一面 1 0 : 00 -16 : 00 

14 日 富山市中央通 り 10 : 00 -16 : 00 

19 金 小矢部市役所前 10 : 00 -1 5 : 30 

20 土 富山西武前 10 : 00 -1 6 : 00 

21 日 富山西武前 1 0 : 00 -16 : 00 

22 月 大沢野町役場前 1 0 : 00 -1 5 : 30 

27 土 高岡駅前 1 0 : 00 -1 5 : 30 

28 日 高岡駅前 10:00-15: 30 

29 月 砺波市チューリ‘ンフ。フェア会場 1 0 : 00 -1 5 : 30 

※富山県赤十字血液センタ一(富山市牛島本町)では、毎土曜
日の午後も開所し (祝祭日除)、献血を受付けしています。

第44回富山県民体育大会冬季大会スキー競技会

(-22日)

ホールサムインうなづき落成式

生活文化展(-30日)

1月19日

1月21日

1月27日

23 

第1回ジャパンエキスポ富山'92入場券販売管

理本部設立調印式

北陸新幹線整備問題検討会

省資源・省エネルギー運動富山県民大会

「北方領土の日」街頭キャンペーン

1月31日

2月2日

'r/: 

冬季県民レクリエーシ ヨン大会、雪のシンフォ

ニーかオープニング

とやま21世紀水ビジョ ン策定委員会

富山県産業創造センター竣工式

花と緑の冬のフェスティパル (-11日)

高岡産業フェステ ィバル・ 第3自とやま県繊維

フェア (-11日)

2月3B

2月4日

2月5日

2月9日
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①
ス
ノ
ー
ア
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卜
と
や
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引

②
高
岡
テ
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l
ム
オ
ー
プ
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p
同

一
県
庁
探
訪
/
農
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管
理
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p
m
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ふ
る
さ
と
み
て
あ
る
記
/
上
市
町

p
m
一
県
か
ら
の
お
知
ら
せ

-

表

紙

撮

影
/

滝

川

邦

彦

(日
本
写
真
家
協
会
会
員
)

「
花
と
緑
の
冬
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
」
が

二
月

九
日
か
ら
三
日
間
、
富
山
市
の
県
民
会
館
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
会
場
に
は
様
々
な
花
が
展
示

さ
れ
ま
し
た
が
、・
中
で
も
直
径

一
メ
ー
ト
ル、

重
さ
八
キ
ロ
の
世
界
最
大
の
花
ラ
フ
レ
シ
ア
に
、

訪
れ
た
人
た
ち
は
目
を
奪
わ
れ
て

い
ま
し
た
。

告企百割合象⑧

県政沼郡生?証人
富山県庁|昭和10年

g~毒事如劇町jlF..1
富山県受通事故相談所東別館1階

宮 (0764)31-4竹T内759

-哩IU'~哩E・E・E~.

-・I~鳴きa・E・r"ヨ・・

高齢者や家族の心配ごと、
悩みごとに富山県高齢者
総合相談センター
富山市舟橋南町5-14
社会福祉会館内

告 (0764)41-41 10 
物価に関する苦情や相談があればお気軽にお電話くださいo

fi(0120)16-7400 (県庁県民生活課内)

AM9:30-9:35 

覚

談

日

・
相

M
O

法
な

化
1

商
ん

ル
川

質
ど

。ヮ
〈

悪

、
す

ニ
E

.
と
ま

ヨ
4

題
な
じ

ω

問

剤

応

市

庭
い
も

ω

家
せ
に

宮

県わらの木、ソトニ三一ス見て、聞いて、ご意見をお寄せください。

E臨羽描首厩 i
.北日本、富山、読売、北陸中日、

朝日、毎日

毎月第2、最終土隔日

「県からのお知らせ」

ロ
ー事~面罵-j司-悶・][・E
.FMとやま

「ふれあいホットライン」

県内各地からホットな話題をク

リアなサウンドでおとどけしま

す。

毎週月~金曜日

設計・大熊喜邦

-I~l ~-~翫Z同同町4F.・
消費生活センター

富山市安住町7-18
安住町第一生命ピル内

(一般相談は)

合 (0764)32-9233
(金融相談は〉

合 (0764)33-3252
消費生活センター高岡支所

高岡市本丸町7-1
本丸会館内

宮 (0766)25-2777

-・・・・・・L宅._;~・同・.. _11唖.~F.・・・・・・・
富山市新総由輪ト7(県庁内)

fi(0764)31-411附)

31-3131 (県民電話)

高岡市赤祖父21l(総合庁舎内)

fi (0766) 21-9411附)

魚津市新宿10-7(総合庁舎内)

fi (0765) 24-5311 (1tl 
砺波市幸町ト7(総合庁舎内)

宮 (0763)33-5151間

-・・・・・E初.r.i.四E・凶剛院E・・・・・・

室

高岡地方県民相談室

魚津地方県民相談室

砺波地方県民相談室

言炎キ目民県

-チューリ ップテレビ 毎週土曜日AM9:3o-9:45
「志の輔・陽子のふるさとドーク」
北日本放送毎週日曜日AM9: 30-1 0 : 00 
「こんにちは富山県で、す」
3/3 春の美術館を訪ねて

3ハ0 新しい特産昂づくり

3/17 これからの林業

3/24 変わる商業環境

3/31 21世紀に向けてスタート
・富山テレビ 毎週日曜日 AM9: 00-9: 30 
rllo万人のひろばークイズ/フォー力ス・イン」

今
で
き
た
ば
か
り
の
高
岡
テ
ク
ノ
ド
l
ム

に
行

っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
産
業
立
旧小
を

象
徴
す
る
よ
う
な
モ
ダ
ン
な
建
物
で
、
た

だ
た
だ
驚
く
こ
と
は
か
り
で
し
た
。
上
か

ら
写
真
を
撮
る
と
き
に
ご
協
力
い
た
だ
い

た
守
衛
さ
ん
、
ド
ー
ム
ォ
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

(
T
)

・
街
頭
キ

ャ
ン
ペ

ー
ン
な
る
も
の
に
初
め

て
参
加
し
ま
し
た
。
同
僚
の

U
さ
ん
の
精

力
的
な
署
名
集
め
を
横
目
で
見
な
が
ら
、

全
然
集
ま
ら
な
い
署
名
に
あ
せ
り
の
よ
う

な
も
の
を
感
じ
始
め
、
つ
い

つ
い
無
意
識

の
う
ち
に
道
行
く
人
の
版
を
ひ

っ
ぱ
っ

て

し
ま
い
ま
し
た
。
「
こ
り
や
ま
ず
い
」
と
思

い
ま
し
た
が
、
「
署
名
願
い
ま
す
」
と
笑
顔

で
言
う
と
「大
変
で
す
ね
」
と
ニ

ッ
コ
リ
笑

っ
て
署
名
を
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
と

て
も
寒
い
日
で
し
た
が
、
優
し
い
笑
顔
で

心
が
ポ
カ
ポ
カ
暖
ま
り
ま
し
た
。
(h
)

や
久
し
ぶ
り
に
穴
の
谷
の
霊
場
へ
行

っ
て

き
た
。
い
つ
も
な
ら
。ホ
リ
タ
ン
ク
を
持

っ

て
い
く
と
こ
ろ
だ
が
、
今
回
は
カ
メ
ラ
だ

け
。
身
軽
な
の
は

い
い
が
、

本
の
入

っ
た

重
い
ポ
リ
タ
ン
ク
を
持

っ
て
苦
し
ま
な
い

と
何
と
な
く
御
利
益
が
薄
い
よ
う
な
気
が

す
る
。

同
様
に
苦
し
い
思
い
を
し
て
書
い
た
文

章
は
何
と
な
く
自
分
で
は
神
々
し
い
よ
う

な
気
が
す
る
。
が
、
問
り
か
ら
は

「意
味

が
わ
か
ら
ん
」
「書
き
直
し
た
ら
」
と
い
う

無
情
な
戸
が
:
:
:
。
(川
)

大
熊
喜
邦
は
明
治
四
十
年
妻
木
頼
黄
が
支
配
し
て
い
た
大
蔵

省
臨
時
建
築
部
へ
入
り
、
大
正
五
年
に
妻
木
が
没
し
た
後
、
妻

木
が
執
念
を
燃
や
し
た
国
会
議
事
堂
の
建
築
を
担
当
し
、
そ
の

実
現
に一

生
を
賭
け
た
。
国
会
議
事
堂
の
競
技
設
計
は
大
正
八

年
二
月
に
行
わ
れ
、
こ
れ
に
基
づ
く
大
蔵
省
臨
時
議
院
建
築
局

の
設
計
が
出
来
た
の
は
大
正
九
年
、

同
年
に
起
工
さ
れ
、
昭
和

十
一
年
に
十
六
年
の
歳
月
を
か
け
て
国
会
議
事
堂
は
竣
工
し
た
。

こ
の
国
会
議
事
堂
の
計
画
は
そ
れ
ま
で
試
み
ら
れ
て
き
た
庁
舎

建
築
の
集
大
成
で
あ
り
、
以
後
そ
の
計
画
手
法
は
地
方
自
治
体

庁
舎
計
画
の
モ
デ
ル
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

従
っ
て
、
大
熊
自
身
が
設
計
し
た
こ
の
県
庁
庁
舎
も
国
会
議

事
堂
を
祖
形
と
す
る
庁
舎
建
築
の
標
式
的
な
平
面
を
持
っ
て
い

る
。
外
観
は
、
一
階
を
様
式
的
伝
統
に
従

っ
て
石
貼
と
す
る
が
、

二
階
以
上
は
、
明
る
い
ク
リ
ー
ム
色
の
ス
ク
ラ
ッ
チ
・
タ
イ
ル

を
貼
っ
た
ブ
レ
ー
ン
な
壁
面
に
、
縦
長
の
短
形
窓
を
ニ
つ
組
に

し
て
並
べ
る
モ
ダ
ニ
ズ
ム
的
な
デ
ザ
イ
ン
で
あ
る
。

一
階
右
左

に
配
す
る
大
き
な
ア
ー
チ
の
出
入
口
が
殆
ど
唯
一
の
様
式
的
デ

ザ
イ
ン
で
あ
る
。
明
快
で
即
物
的
な
抑
制
の
き
い
た
デ
ザ
イ
ン

を
好
ん
だ
大
熊
ら
し
い
平
明
で
手
堅
い
構
成
で
あ
る
。
中
央
部

を
強
調
し
、
特
に
玄
関
を
二
階
に

配
し
て
急
勾
配
の
高
い
階
段
を
も

っ
て
ア
プ
ロ
ー
チ
さ
せ
る
手
法
は
、

古
典
的
で
や
や
権
威
主
義
的
に
感

じ
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
時
代
的
な

限
界
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

覚
日尭 ・

解
説
/
竺

(
工
学
博
士
金
沢
工
業
大
学
教
授
)

写
真
/
風
間
耕
司

(日
本
写
真
家
協
会
会
員
)



3月20日から26日までの 1週間、

「まず消そう火への鈍感無関心」をスローガンに、

春の火災予防運動を実施します。

県内の各消防署では、消防白iや防火クラブと協力しての

防火ノfレード・工場や病院での消防訓練、

デパートやガソリンスタンドの査察、

一人暮らしのお年寄りへの防火訪問指導など

多彩な行事祈示、ます。

また、県でhもヘリコフ。ターを使って防火を呼び、かけます。

富山県は全国的に見て、火災の非常に少ない県ですが、

一人ひとりのちょっとした不注意、から火災は起こります。

q火の用心 7つのポイントFを守り、

火災のない富山県を創りましょう。

ト

⑦ 寝たlにやた1#こめ投げ鎗1''iし仏、。

⑧ 子供l幸、マヴ手や弓イl1--r遊1#せ怒し、。

⑧風め強νと予防、た~火をし怒川

⑧天ぷらを婦11~と利害、~，内場を l持れ怒川

⑧ 家めまわりに燃えやれ、毛めを置か怒川

⑧ みちめ空だマーをし!仏、。

⑦ ストー7にli、燃えや苛νもめを近づけ怒川
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